
「浦添市肥料価格高騰緊急対策事業補助金」 
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 Ａ．新型コロナウイルス感染症の長期化や原油価格・物価高騰に伴う肥料

価格の高騰による農業経営への影響を緩和するため、市内農業者が負担

する肥料費上昇分の一部を補助するものです。 

 

 

 

 Ａ．令和４年６月～令和５年２月に肥料を発注したことを証明する書類

（注文表等）、肥料費を支払ったことを証明する書類（領収書等）及び

農産物の販売実績が証明できる書類（販売伝票等）をご用意いただき、

所属する団体・法人等（農業協同組合等）を補助事業者として申請し、

申請内容の審査の上、補助事業者を通して補助金を受け取ることになり

ます。 

※団体・法人等に所属していない等、申請する補助事業者がない場合は、

農業者個人が補助事業者となることも可能です。 

 

 

 

 Ａ．居住地が市内であることが要件となっているため、市外で農業を営ん

でいる方も、申請日時点で浦添市に住民登録がある方は対象となります。

また、市外在住の方は浦添市で農業を営んでいても対象外となります。 

 

 

 

 

 Ａ．令和３年中の新規就農者や、不測の事態による休農等、特段の事情が

ある場合は、当該事情を証明できる資料を提出することにより、対象と

なる場合がありますので、お問い合わせください。 

 

Ｑ．補助金の目的は。 

Ｑ．市内在住で、市外の農地で事業をしているが、対象となるか。 

Ｑ．特段の事情により令和３年中の農業収入がなかった場合は、対象とは

ならないのか。 

Ｑ．申請の流れはどのようになっているのか。 



 

 

 Ａ．補助額の算出は、次の計算式となります。 

（(当年の肥料費(税抜))－(当年の肥料費(税抜)）÷1.4÷0.9)×0.15 

※計算式中の「（当年の肥料費（税抜））÷1.4÷0.9」は、前年の肥料費

を算出するための計算式です。 

※1.4＝高騰率。農産局長が定めた数値で、本事業では全期間に適用。 

  ※0.9＝使用料低減率。化学肥料低減に向けた取り組みが前提。 

  ※0.15＝市の補助率。前年度からの肥料費上昇分に対しての補助。 

 

 

 

 Ａ．本事業で対象とする肥料費について、同肥料費を対象とする国・県の

補助との重複については、基本的には申請可能です。ただし、他市町村

が実施する同種の補助事業については、基本的には重複ができないので、

ご注意ください。 

 

 

 

 Ａ．申請内容に不備がない場合は、市が補助事業者からの申請書を受領し

てから概ね２週間程度で補助事業者へ交付（口座へ振込み）される予定

です。その後、申請農業者への交付は補助事業者から交付されますので、

詳しくは補助事業者へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．補助額の算出方法の根拠は？ 

Ｑ．国・県・他市町村が実施する他の補助金制度との重複は可能か。 

Ｑ．申請から支給されるまでどの程度の期間を要するか。 


